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○「えんがわ」さんのお話（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ）

Ａ：大勢の人がいつでも行きたい時にいける常設のサロン（アトリエも）が出来たらと、

空店舗を探したが、洋光台は店舗が少なく家賃も高く借れない状況。

Ａ：大規模サロン（ケアプラザで開催）：乳幼児から高齢者まで色んな方が参加（多世代

交流）。2階全体のフロアでやっていて、おじいちゃんと一緒に子供が囲碁を指して

いたり、手芸コーナーでは小学生も女の子だけでなく男の子もおばあちゃんに教わっ

ていたり、同じフロアだと交流が生まれることを体感。（ある程度広いスペースも必

要）。

Ａ：出前サロン（一街区北団地集会所）：洋光台のどこにでも「えんがわ」があり、老若

男女のどなたでも一人でも気楽に参加し、ふらっと立ち寄れる憩いの場所、心の居

場所になればと思う。参加者同士の絆ができたたら良い。子供が元気でいられ、健

やかに成長出来る場所、高齢者が活き活きとしていられるような、今元気な高齢者

の方がそのまま元気を保ち続けてくれたら良いなと思う。それには先ず体を動かす

ことや歌をうたうことも良いかなと思い、出前の場合は健康体操と歌声広場、あと

はおしゃべり。「えんがわ」は、スタッフが楽しんでいるので参加者も楽しんでいる。

スタッフがその場で自己実現出来ているというのも良いと思う。

Ｂ：決まったメニューも喜ばれるが、ちょっとした非日常的なイベントを楽しむ方も多

いので、変わったイベントも取り入れている。イベント企画も、これをやったら自

分達が嬉しい、楽しいというのを皆でアイデアを出し合いやってる。やる喜びと、

喜びを得て私達がエネルギーをもらい、参加者にもエネルギーを蓄えていただくと

いうことで、来た方が元気になって楽しかった、と言って帰ることを目的としてる。

高齢者も、声を出す、笑う、動くことで非常に元気になるので、そういった内容を

取り入れて行こうと考えてやっている。

Ｃ：運動することで筋力が付き、筋力が付くと心も脳も元気に、そして、皆と一緒に色

んなサークルに参加したり、お友達とランチをしたり、ということが出来るように

なる。体操でなく、歩いてそこまで行こうというだけで良い。こういう所に少しで

も高齢者が行って、仲間を作れば楽しく過ごせるのではないかと思います。

Ｄ：ハンドマッサージは、気持ち良く皆さんが喜ぶ（脳にも良い）。赤ちゃんも段々重くなっ

て腕が疲れる、というお母さんにしてあげると、すごく喜ばれてます。

Ｂ：ハンドマッサージを受けている間に段々自分の想いを話するようになり、手のマッ

サージから心のマッサージにつながるような感じがする。

Ｅ：ファッションショーが大変反応が良い。活動を継続するためには人材とお金が必要。

組織運営の原理は民主的、誠実で公正、開放性、透明性の 3つ。

Ａ：年々、スタッフの平均年齢が上がるので、若いスタッフ、男性スタッフにも入って

欲しい。
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○「えんがわ」さんへ質疑に応えて

Ａ：広報活動は一街区のスタッフやその方達がこまめに声を掛けと自治会の広報に載せ

てもらったり、朝のパトロールの会で伝えていもらってる。

Ａ：活動費は大型サロンのバザー収入、スイッチONから区の助成金、参加費 1回 200 円。

コーヒーなど飲み物は無料。トントン。会費を上げる予定はない（取り始めたばかり）。

参加費 200 円としたのは、アンケートで一番多かったので。

Ｂ：ハンドマッサージやお茶くらいでは常設のサロンの家賃は払えない。

Ａ：何かブランド品のようなものを発明、開発出来れば。

Ｂ：お年寄りや若いお母さん方などの色んなニーズを聞くと、やはりふらっと入れるよ

うな所が欲しいと皆さんおっしゃる。多くの方がそういう場所を求めている。

Ａ：「えんがわ」のスタッフはそれぞれが好きな部分を担当し、色々な方がいて、そこは

すごく良い。

Ｂ：子育てキディさんでも「えんがわ」の活動が始まり、歌を歌う、お茶をする、食育講座、

ハンドマッサージなど、少し若い方とのつながりもでき、広がりが出た。

Ａ：高齢者の方が知っている懐かしい歌では若い人が入って来れず難しいところがある

が、同じフロアーでやっていると子供の方が歩みよっていく場面もあり、長い目で

見てどうにかなるかなと思っている。具体的にやりたいことでは、おばあちゃんの

きれいきれい講座（お化粧して鏡を見たおばあちゃんがオムツを外した事例ある）。

おじいちゃん、男性はあまり群れないので、男性達のしゃべり場とか。

Ａ：若い人が高齢者の方にメールを教えてあげるのは、すごく良い交流になる。

Ｆ：洋光台全体で、75歳以上（後期高齢者）が 17％。65歳以上だと 28％。洋光台は磯

子区の中で高齢化率が一番高く、かつ単身の高齢所帯がかなりある。私（80歳）の

知り合いの男性で単身高齢者は外にあまり出ない。気楽に寄れるサロンのようなも

のがあると誘い合って行ける。自宅へ行ったり来たりは、敷居が高い。

Ｂ：高齢者が多いのだから、高齢者をもっと活動させるスタイルにしても良い。元気な

高齢者がまちづくりをしても良いのでは。

Ｆ：洋光台は会社経営や、色々な要職に就いていた高齢者が大勢いて、それぞれの蓄積

したノウハウは高く人材豊富だがネットワークが無い。高齢者のネットワークを広

げるには、出会い、場所が必要。

○「みのりサポート」さんより（Ｇ）

Ｇ：ケンコツ体操のとき脳トレもあり、継続することで、高齢者もすごく上手に手を動

かされます。健康麻雀には男の方が来る。地域寄せは面白い。落研情報を知らせて

欲しい。


